
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 約50項目
問題あり： 0件
要確認： 2件
問題なし： 48件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞の検証  

1.1 人名  

記載内容： 藤井比早之（ふじい ひさゆき）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「藤井比早之（ふじい ひさゆき）」と明記

記載内容： 菅義偉内閣
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目および3ページ目に記載

記載内容： 岸田内閣
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 3ページ目および7ページ目に記載

記載内容： 石破内閣
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目参考資料に「第2次石破内閣」と記載

1.2 組織名・団体名  

記載内容： 自由民主党
検証結果： ✓正確
根拠： PDF全体を通じて使用

記載内容： 自治省（現総務省）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に記載

記載内容： デジタル庁
検証結果： ✓正確
根拠： PDF複数箇所に記載

記載内容： こども家庭庁
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目および3ページ目に記載
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1.3 地名  

記載内容： 兵庫県第4区
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「兵庫県第4区選出」と記載

記載内容： 滋賀県彦根市
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「滋賀県彦根市の副市長」と記載

1.4 役職名  

記載内容： 初代デジタル副大臣
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「初代デジタル副大臣」と明記

記載内容： 内閣府副大臣
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目および3ページ目に記載

記載内容： 外交部会長
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目および4ページ目に記載

記載内容： 外務副大臣
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目、3ページ目、5ページ目に記載

2. 数値情報の検証  

2.1 日付・年月  

記載内容： 1971年兵庫県生まれ
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「1971年兵庫県生まれ」と記載

記載内容： 2009年に滋賀県彦根市の副市長に就任
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に記載

記載内容： 2012年、第46回衆議院総選挙で初当選
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「2012年、第46回衆議院総選挙で初当選」と記載

記載内容： 2014年・2017年・2021年と連続当選
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に記載

記載内容： 2024年10月の総選挙
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「2024年10月の総選挙」と記載
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記載内容： 当選5回
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「当選5回を数えます」と記載

記載内容： 2014年「女性が活躍できる社会環境の整備促進法案」（第186回国会提出）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1-2ページ目に記載

記載内容： 2019年前後に認知症基本法案、第198回国会に提出
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に記載

記載内容： 2023年6月に成立（令和5年法律第65号）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に明記

記載内容： 2024年6月に可決・成立（令和6年法律第64号）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に記載

記載内容： 2020年9月から菅義偉内閣で内閣府副大臣に就任
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 3ページ目に記載

記載内容： 2022年5月に衆院本会議でこども家庭庁設置法の与党代表質問に登壇
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 3ページ目に「2022年5月」と記載

記載内容： 2021年にデジタル副大臣に就任
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 3ページ目に記載

記載内容： 2025年6月に「すべての女性が輝く社会づくり本部」と「男女共同参画推進本部」の合同会議に出席
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 3ページ目に記載

記載内容： 2024年11月に外務副大臣に就任
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 3ページ目に記載

記載内容： 2023年に外交部会長就任
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 4ページ目に「2023年就任」と記載

記載内容： 2021年～党副幹事長
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 4ページ目に記載

記載内容： 2022年～選挙対策副委員長
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 4ページ目に記載



記載内容： 2013年に成年被後見人の選挙権回復に関与
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に「2013年」と記載

記載内容： 2017年当時、衆議院政治倫理・公職選挙法改正特別委員会の理事
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に「2017年当時」と記載

記載内容： 2024年10月から児童手当の所得制限撤廃と高校3年生までの対象拡大が実現
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 7ページ目に記載

記載内容： 2022年末に政府が防衛費のGDP比2%目標を決定
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 7ページ目に記載

記載内容： 2022年創設の半導体工場の地方立地を促す補助金制度
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 7ページ目に記載

記載内容： 2021年のエネルギー基本計画策定時
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 5ページ目に記載

記載内容： 2023年に地元の高速道路整備計画についてTwitterで説明資料を公開
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 6-7ページ目に記載

2.2 その他の数値  

記載内容： 東京大学法学部卒業
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に記載

記載内容： パーティー券購入者名の公開基準を「20万円超」から「5万円超」に引き下げ
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に明記

記載内容： 2015年から2025年までの国会会議録に残る藤井氏の発言件数はおおよそ数百回規模
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に「数百回規模」と記載

記載内容： 発言文字数の累計でも数十万字規模
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に記載

記載内容： Xのフォロワー数はおよそ4,700人程度
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 6ページ目に記載

記載内容： 2014年11月にX（旧Twitter）アカウント開設
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 6ページ目に記載
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記載内容： YouTubeチャンネルの登録者数は約623人
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 6ページ目に記載

記載内容： 動画本数は350本以上
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 6ページ目に記載

記載内容： 最低賃金は2023年度には全国平均1,000円を突破
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 8ページ目に記載

記載内容： 法人税に4%上乗せ
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 7ページ目に記載

記載内容： 所得税1%増
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 7ページ目に記載

記載内容： 子育て支援金で一人当たり年約6千円負担増
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 7ページ目に記載

3. その他の重要な事実関係  

3.1 経歴情報  

記載内容： 総務官僚出身
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に「自治省（現総務省）に入省」と記載

記載内容： 内閣官房や消防庁などでキャリアを積んだ
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に記載

3.2 政策・発言内容  

記載内容： 「元気だすぞニッポン」（2021年のキャッチフレーズ）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に記載

記載内容： 「シン・列島改造」「シン・所得倍増」「シン・子育て・教育・社会保障」「シン・国防」
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 1ページ目に記載

記載内容： 「禁止より公開を徹底し国民の信頼回復を図る」（政治資金規正法改正案について）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に記載

記載内容： 「透明性強化で十分対応できる」（企業・団体献金について）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に記載
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記載内容： 「誰一人取り残さないデジタル社会」をビジョンに掲げた
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 8ページ目に記載

3.3 所属・役職情報  

記載内容： 衆議院財務金融委員会理事
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に記載

記載内容： 内閣委員会理事
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に記載

記載内容： デジタル社会推進本部副本部長
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 4ページ目に記載

記載内容： 総合農林政策調査会幹事
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 4ページ目に記載

記載内容： 硫黄島問題懇話会事務局長
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 4ページ目に記載

記載内容： 日本国際ダンス連盟を応援する議員連盟事務局長
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 4ページ目に記載

記載内容： 国産バイオ燃料・合成燃料を推進する議員連盟副幹事長
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 4ページ目に記載

3.4 政治資金・倫理関連  

記載内容： 旧統一教会との関係について「一切関係がない」と回答
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 5ページ目に共同通信アンケートの回答として記載

記載内容： 献金・選挙支援・会合出席のいずれも「ない」
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 5ページ目に記載

記載内容： 政治倫理審査会の委員を務めた
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 5ページ目に記載

3.5 具体的な政策実績  

記載内容： 利水ダムの事前放流を政府が実現
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2ページ目に記載
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記載内容： 農家負担ゼロの老朽ため池対策事業が創設
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 2-3ページ目に記載

記載内容： デジタル庁関連法案の成立（2021年）
検証結果： ✓正確
根拠： PDF 8ページ目に記載

4. 要確認事項  

4.1 具体的な統計データの詳細  

記載内容： 「2020年から2023年にかけて約2倍近くフォロワーが増えた」
検証結果： △要確認
理由： PDFには「2020年から2023年にかけて約2倍近くフォロワーが増えた計算」と記載されているが、具体的な
数値の根拠が不明確。推測に基づく記述である可能性。

対応： 記事では元の表現を忠実に再現しているため、修正不要だが、推測である旨を明示するとより正確。

4.2 時系列の整合性  

記載内容： 2025年3月と2025年6月の出来事
検証結果： △要確認
理由： PDFでは「2025年3月の参院予算委員会」（PDF 5ページ目）と「2025年6月の合同会議」（PDF 3ページ目）
が記載されているが、本レポートの作成時期が「2025年9月まで」とされており、未来の日付である可能性。ただ
し、PDFの記述をそのまま転記している。
対応： 元資料に記載されている通りに転記しているため、問題なし。

改善提案  

修正が必要な箇所  

検証の結果、修正が必要な箇所は0件でした。すべての固有名詞、数値、事実関係が元のPDF文書と一致していま
す。

追加確認が推奨される情報  

1. SNSフォロワー数の増加率について

記載：「2020年から2023年にかけて約2倍近くフォロワーが増えた」

理由：これは推測に基づく記述のため、可能であればXの公式データで確認することが望ましい

優先度：低（元文書の表現を忠実に再現しているため）

2. 2025年の出来事について

記載：2025年3月、6月の出来事

理由：本レポート作成時点（2025年9月とされる）より前の出来事だが、現在の日付（2025年10月）
との整合性

優先度：低（元文書通りに記載）
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総合評価  
結論：記事の正確性は極めて高い

すべての固有名詞（人名、組織名、地名、役職名）が正確

すべての数値情報（日付、金額、統計データ）が正確

事実関係、経歴情報、政策内容がすべて元資料と一致

ハイパーリンクの番号付けも正確に実施

改行と小見出しの追加により、可読性が大幅に向上

信頼性：★★★★★（5/5）

元のPDF文書の情報を正確に、かつ読みやすい形式で再構成できています。ファクトチェックの結果、誤りは発見
されませんでした。
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